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平成１９年 第２回 能登町議会臨時会 

会 期 日 程 表 

                              平 成 １ ９ 年 ８ 月 

会  期 日 曜 開議時刻 摘      要 

第 １ 日 ３日 金 午前１１時００分 

開 会 

会 議 録 署 名 議 員 の 指 名 

会 期 の 決 定 

諸 般 の 報 告 

議 案 上 程 

提 案 理 由 の 説 明 

質 疑 ・ 討 論 ・ 採 決 

閉 会 
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開 会（午前１１時００分） 

 

開会・開議 

 

議長（新平悠紀夫） 

ただいまから、平成１９年第２回能登町議会臨時会を開会します。ただいま

の出席議員数は１９人で、定足数に達しておりますので、これより本日の会議

を開きます。本日の議事日程はお手元に配布のとおりであります。 

 

会議録署名議員の指名 

 

議長（新平悠紀夫） 

 日程第 1「会議録署名議員の指名」を行います。会議録署名議員は、会議規則

第１１９条の規定によって、１１番宮田勝三君、１２番山本一朗君を指名いた

します。 

 

会期の決定 

 

議長（新平悠紀夫） 

 日程第２「会期の決定」の件を議題にします。 

お諮りします。本臨時会の会期は、本日 1 日にしたいと思います。 

これにご異議ございませんか。 

 （「異議なし」の声） 

異議なしと認めます。 

 よって、会期は本日 1 日とすることに決定いたしました。 

 

諸般の報告 

 

議長（新平悠紀夫） 

 日程第３「諸般の報告」を行います。 

地方自治法第１２１条の規定により、本臨時会に説明員の出席を求めたとこ

ろ、説明員として本日の会議に出席している者の職・氏名は、別紙の説明員名

簿として、お手元に配布しましたのでご了承願います。 

 これで、諸般の報告を終わります。 
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議案第６５号 

 

議長（新平悠紀夫） 

日程第４ 議案第６５号「平成１９年度能登町一般会計補正予算」を議題と

いたします。町長から提案理由の説明を求めます。 

町長持木一茂君 

 

 

提案理由の説明 

 

町長（持木一茂） 

本日ここに、平成１９年第２回能登町議会臨時会を招集しましたところ、暑

さ厳しい中、また、公私とも大変お忙しい中、ご参集を賜り、誠にありがとう

ございます。 

 本日提案いたしております、議案の提案理由をご説明する前に、この度の新

潟県中越沖地震により被害を受けられました皆様に、心よりお見舞いを申し上

げます。 

家屋の倒壊や山崩れなど多くの被害が発生しているニュースは、今年３月に

発生しました能登半島地震を想い起こさせ、誠に心が痛むところであります。 

当町におきましても震度５弱を観測しましたが、幸いにして大きな被害の発

生には至りませんでした。 

能登半島地震では、全国各地から暖かいご支援とご協力を頂きました。 

改めて、全国の皆様に心から敬意を表するとともに感謝を申し上げます。 

その恩返しという訳ではありませんが、地震発生２日後の去る７月１８日早

朝に、新潟県刈羽村
かりわむら

へ職員２名を派遣し、震災直後に役立つ救援物資として飲

料水、カンパン、ブルーシート及び毛布を届けました。 

また、人的支援につきましても、新潟県柏崎市
かしわざきし

の下水道施設を早期復旧する

ため、本町の下水道課職員２名を去る７月２４日から２５日までの２日間にわ

たり派遣しております。 

地震は、地球全体で起こる Ｍ
マグニチュード

６以上の地震のうち約２割が日本列島周辺

に集中しています。 

「大地震に襲われる確率は低い」と思われていた日本海側の地域は、３年間

でＭ６．８以上の地震が、３度も起こり、この地域は、地震活動の本格的な活
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動期を迎えているのではないかと心配しております。 

大きな被害をもたらす地震は、いつ起こるか分からない自然現象ですが、し

っかりとした地震対策を準備しておけば、被害の程度は最小限に抑制できるの

ではないかと思われます。 

大きな地震が期間を置かず発生している時期だからこそ、これを機会に町民

の皆さんには、家族の身の安全を守るため、今一度地震が起きたときの対応を

話し合って頂きたいと思います。 

町と致しましても、非常に厳しい財政状況下でありますが、震災からの着実

な復興を果たすとともに、地震の体験を風化させることなく、その教訓を生か

して、防災・危機管理体制を強化し、安心して暮らせる安全な地域づくりを進

める所存でございますので議員各位におかれましても、なお一層のご協力を賜

りますようお願い申し上げます。 

それでは、本日ご提案いたしました、補正予算案１件につきまして、ご説明

いたします。 

今回の補正は、本年３月２５日に発生した「能登半島地震」に対する、国の

第３次災害査定の完了を受けて早急に災害復旧工事に着手するため、所要の事

業費を追加するものですのでよろしくお願いいたします。 

議案第６５号「平成１９年度能登町一般会計補正予算（第４号）」につきま

しては、歳入歳出それぞれに２億４千４百７２万３千円を追加し、予算総額を

百４３億３千８百３万９千円とするものです。 

歳出の内容は、土木施設災害復旧費の追加で、その内訳は、「道路災害復旧費」

を３２件、「河川災害復旧費」を１件追加した他、「漁港災害復旧費」では、当

初５漁港で８カ所分を見込んでおりましたが、査定完了により事業費の追加が

認められたものを含めて６漁港９カ所として事業費の追加を行っております。 

いずれも、一刻も早い災害復旧に向けて、早急に工事に取りかかり、被災か

らの早期復旧を図るためのものでございます。 

この補正財源として、歳入の「国庫支出金」、「繰入金」及び「町債」をそれ

ぞれ追加して、収支の均衡を図りましたので、宜しくお願いいたします。 

以上、本臨時会に提出しました議案の概要について、ご説明申し上げました

が、議員各位におかれましては、慎重なるご審議をいただきまして、適切なる

ご決議を賜わりますようお願い申し上げまして、提案理由の説明を終ります。 

よろしくお願い申し上げます。 

 

 

（委員会付託の件） 

 



 5 

議長（新平悠紀夫） 

 以上で、提案理由の説明が終わりました。お諮りします。議案第６５号につ

いては、委員会付託を省略し、全体審議といたしたいと思います。これにご異

議ありませんか。 

（「異議なし」の声） 

 

異議なしと認めます。 

 よって、議案第６５号については、委員会付託を省略し、全体審議とするこ

とに決定しました。 

 

質  疑 

 

議長（新平悠紀夫） 

これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

 

（「質疑なし」の声） 

 

質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 

討  論 

 

議長（新平悠紀夫） 

これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

 

（「討論なし」の声） 

 

議長（新平悠紀夫） 

討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

 

採  決 

議案第６５号 

 

議長（新平悠紀夫） 

これから、議案第６５号「平成１９年度能登町一般会計補正予算」を採決し
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ます。 

お諮りします。議案第６５号は、原案のとおり決定することに賛成する諸君

の起立を求めます。 

 

（賛成者起立） 

 

ありがとうございました。起立全員であります。よって議案第６５号は、原

案のとおり可決されました。 

 

以上で、本臨時会に付議されました議件は全部終了しました。 

ここで、町長から発言を求められておりますので、これを許します。 

町長持木一茂君 

 

町長挨拶 

 

町長（持木一茂） 

 平成１９年第２回能登町議会臨時会の終わりにあたりまして、一言ご挨拶申

し上げます。 

 議員各位におかれましては、慎重なご審議を賜わり提出案件を可決して頂き

まして誠にありがとうございます。 

 ３月２５日の能登半島地震から早や４ヵ月が過ぎ、被災を受けた町民の皆様

も元気を取り戻しつつあります。 

 今臨時会で可決をして頂いた予算の執行を一日でも早く行っていき、元気な

能登を取り戻したいと思っております。 

 今後とも議員各位のご理解そしてご支援を賜りますようお願いいたします。

本日はどうもありがとうございました。 

 

 

閉 議・閉 会 

 

議長（新平悠紀夫） 

これをもちまして、平成１９年第２回能登町議会臨時会を閉会いたします。 

皆様ご苦労さまでした。ありがとうございました。 

 

 

閉会 午前１１時１０分 
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上記、会議の経過を記載し相違ないことを証するため、ここに署名する。 

 

 

 平成１９年８月３日 

 

            能登町議会議長  新 平 悠紀夫 

 

 

署 名 議 員  宮 田 勝 三 

 

 

署 名 議 員  山 本 一 朗 


